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ＪＲ北上線でゆったり旅

問い合わせ　　地域づくり課☎72-8299

皆さんはＪＲ北上線に乗ったことがありますか。

奥羽山脈や錦秋湖を駆け抜け、変化していく車窓

そんな北上線の魅力をご紹介します。

Ｊ
Ｒ
北
上
線
の
歴
史

　
北
上
に
鉄
道
が
や
っ
て
き
た
の

は
明
治
23
年
。｢

黒
沢
尻
駅｣

が
東

北
本
線
の
駅
と
し
て
開
業
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
正
13
年
に
、
横

手
駅
と
黒
沢
尻
駅
を
結
ぶ｢

横お
う
こ
く黒

線｣

が
全
線
開
通
、
昭
和
41
年
に

改
称
し
て｢

北
上
線｣

と
な
り
ま
し

た(｢

黒
沢
尻
駅｣

が｢

北
上
駅｣

と

改
称
し
た
の
は
昭
和
29
年)

。

　
現
在
の
北
上
線
は
、
北
上
駅
か

ら
横
手
駅
ま
で
営
業
距
離
61
・
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
駅
の
数
は
17
で
、

岩
手
と
秋
田
を
横
断
し
て
結
ん
で

い
ま
す
。

利
用
促
進
の
取
り
組
み

楽
し
み
方
い
ろ
い
ろ

　
Ｊ
Ｒ
北
上
線
は
、
通
学
・
通
勤

な
ど
の
生
活
路
線
と
し
て
、
ま
た
、

温
泉
な
ど
観
光
地
へ
の
移
動
手
段

と
し
て
も
大
切
な
路
線
で
す
が
、

乗
客
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
デ
ー
タ
を
見
る

と
、
平
成
24
年
度
の
１
日
当
た
り

の
平
均
乗
客
数
は
３
９
７
人
で
、

昭
和
62
年
度(

Ｊ
Ｒ
東
日
本
発
足

時)

と
比
較
す
る
と
、
約
３
分
の

１
と
な
っ
て
い
ま
す(

グ
ラ
フ
参

照)

。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
今

年
７
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
北
上
線
の
利

　
北
上
線
は
、
車
窓
の
変
化
が
楽

し
い
路
線
で
す
。
北
上
駅
を
出
発

す
る
と
住
宅
地
の
間
を
通
り
抜
け

ま
す
。
横
川
目
駅
を
過
ぎ
て
岩
沢
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用
促
進
を
図
る
た
め
、
沿
線
の
西

和
賀
町
、
秋
田
県
横
手
市
、
北
上

市
が
協
力
し
て
、
Ｊ
Ｒ
北
上
線
利

用
促
進
協
議
会(

会
長
・
細
井
西

和
賀
町
長)

を
設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

盛
岡
支
社
・
秋
田
支
社
、
商
工
団

体
や
観
光
団
体
の
ほ
か
、
利
用
者

な
ど
で
組
織
さ
れ
、
利
用
促
進
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

駅
に
入
る
こ
ろ
に
は｢

和
賀
の
松

島｣

と
呼
ば
れ
る
景
勝
地
へ
続
く

石
羽
根
ダ
ム
と
、
綱
取
断
層
の
一

角
が
現
れ
ま
す
。
西
和
賀
町
へ
入

る
と
、
美
し
い
錦
秋
湖
が
広
が
り
、

春
の
新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
と
四
季

折
々
の
姿
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
、
雪
深
い
冬
も
風
情
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
北
上
線
は
、
工
事
臨
時

列
車
や
リ
ゾ
ー
ト
タ
イ
プ
の
客
車

な
ど
珍
し
い
車
両
が
、
回
送
や
迂う

回(

岩
手
県
内
か
ら
他
県
の
路
線

へ
の
移
動
、
ま
た
は
そ
の
逆)

の

た
め
に
走
る
こ
と
が
多
く
、
鉄
道

フ
ァ
ン
に
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
駅
も
多
く
、
展
示

施
設
や
地
域
の
集
会
所
が
併
設
さ

れ
て
い
る
岩
沢
駅
や
、
西
和
賀
町

の
ほ
っ
と
ゆ
だ
駅
は
、
ひ
ら
が
な

の
駅
名
で
あ
る
こ
と
と
温
泉
が
併

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

温
泉
内
に
あ
る
信
号
は
、
出
発
時

刻
が
近
づ
く
と
色
が
変
わ
り
ま
す
。

入
浴
し
な
が
ら
ご
覧
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
駅
周
辺
に
目
を
向

け
る
と
、
散
策
コ
ー
ス
や
野
草
園
、

文
化
財
な
ど
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。
北
上

線
の
市
内
各
駅
周
辺
の
魅
力
を
次

の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
あ
、
Ｊ
Ｒ
北
上
線
に
乗
り
、

ゆ
っ
た
り
と
旅
気
分
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
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毎日の通学に利用し
ています

北
上

柳
原

江
釣
子

藤
根

立
川
目

横
川
目

岩
沢

和
賀

仙
人

ゆ
だ

錦
秋
湖

ほ
っ
と

ゆ
だ

ゆ
だ

高
原

黒
沢

小
松
川

平
石

相
野
々

矢
美
津

横
手

『仙人峠の姥
う ば す ぎ

杉』

▲

和賀仙人駅から徒歩約 30 分

▲

仙人峠を越えるための目印

となっていた姥杉。樹齢900年、

樹高約 30m、根本周りは 11.5

ｍもあり、大人７、８人でやっと

                              手が回る

                             ほどです。

　　　　　　　　　  北上市指

　　　　　　　　　  定天然記

　　　　　　　　　  念物であ

　　　　　　　　　  り、岩手

　　　　　　　　　  県内でも

　　　　　　　　　  有数の巨

　　　　　　　　　  木です　

『平和記念展示館』
(10:00 ～ 16:00、月・火曜日休館 )

▲

藤根駅から約 2.8㎞

▲

多くの尊い命が奪われた悲

惨な戦争を風化させずに後世

に伝えていこうと、実物の軍

事郵便 7,000 通などを展示。戦

争を正しく知り、『平和』の尊

さを考えることができます

『よってげ市』
(10:00 ～ 17:00、水曜日定休日 )

▲
横川目駅から徒歩約５分

▲
地域のにぎわいの場として

始まった産直です。多彩な商品

が並ぶ中、特に人気があるのは

朝採り野菜や山菜。生産者と消

費者との触れ合いが、買い物を

一層楽しませてくれます

『山口青
せ い そ ん

邨宅・雑草園』

▲

柳原駅から約 0.5㎞ ( 詩歌の

森公園内）

▲

俳人・山口青邨 ( 明治 25 年

～昭和 63 年 ) 氏が生涯を過ご

し、数々の名作を生み出した

居宅と庭を、生活していたま

まの形で移築復元。句会に人

気のスポットです

　
主
に
通
学
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

江
釣
子
駅
か
ら
ほ
っ
と
ゆ
だ
駅
に

着
く
ま
で
の
約
30
分
間
は
、
勉
強

時
間
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　
窓
か
ら
は
、
錦
秋
湖
な
ど
の
風

景
が
見
え
、
秋
に
な
る
と
色
鮮
や

か
な
紅
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
と
て
も
き
れ
い
な
景
色
で
す
。

　
定
年
退
職
後
か
ら
、
駅
の
ホ
ー

ム
に
花
を
植
え
、
水
や
り
や
花
が

ら
摘
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
花
が
好
き
な
の
で
、

作
業
は
楽
し
い
で
す
。
電
車
を
利

用
す
る
人
に
気
持
ち
良
く
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
思
い
な
が
ら
、
会
員

一
同
花
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

『岩沢駅』

▲

水沢鉱山、昔の岩沢地区に

関する写真や本などの展示室

や、地域の集会所が併設され

ている特徴的な駅。利用者が

自由にメッセージを記入でき

るノートが設置されているな

ど、待ち時間を有意義に過ご

すための工夫が施されていま

す

高砂会

小原　進
すすむ

さん(和賀町岩沢)

気持ち良く利用して
もらうために

『笠松遺跡　石碑群』

▲

立川目駅から約１㎞

▲

周辺には、念仏塔や愛馬の

冥福を祈る慰霊供養碑、山の

神や水神を祭ったもののほか、

道しるべとしての追
お い わ け

分碑が点

在しています。この石碑群の

追分からは、交通の要所とし

ての跡が見てとれます

『清
す ず

水』

▲

江釣子駅から約 0.5㎞

▲

『すず』と呼ばれる泉が至

る所にあり、遊歩道を散策し

ながら湧き水を見ることがで

きます。湧き水のコースは３

～４㎞も続き、岩手の名水 20

選の一つ『新渡戸観音泉 ( 写

真 )』もあります

『諄子美術館』(11:00 ～ 16:00、

月・木曜日休館、18 歳以上 200 円 )

▲
北上駅西口徒歩１分 ( おでん

せプラザぐろーぶ５階 )
▲

館長よりすぐりの作品が展

示されています。常設展示の

ほか、企画展 (10/4 ～ 11/9『宮

嶋結香展』、11/15 ～ 12/13『リ

トルクリスマス展』) も開催

北上駅江釣子駅立川目駅岩沢駅

柳原駅藤根駅横川目駅和賀仙人駅

西和賀高等学校２年

関添　慧
さとし

さん

市 内 の 各 駅 周 辺 の 魅 力 紹 介


